
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
会
か
ら
の
提
案

　
横
浜
会
議
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
活
動
団
体
、
大
学
、
民
間
の
研
究
者
か
ら
な
る
団
体
で
す
。
現
在
１
３
１
の

団
体
と
個
人
が
参
加
し
、
様
々
な
分
野
の
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
座
長
は
、
横
浜
市
長
、
事
務
局

は
都
市
経
営
局
政
策
課
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
横
浜
市
の
2
0
年
後
の
将
来
像
・
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
に
あ
た
っ
て
、
提
案
を
希
望
す
る
５
団
体
が
集
ま
り
「
横
浜
会
議
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
会
」
を
開
催
し
、

３
回
の
議
論
を
重
ね
、
1
1
月
３
日
「
市
民
提
案
発
表
会
」
に
て
提
案
を
し
ま
し
た
。
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

環
境
と
の
調
和
、
安
心
・
安
全
を
実
現
す
る

情
報
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
都
市
横
浜
を
め
ざ
し
て

環
境
調
和
都
市
横
浜

　
環
境
調
和
は
、
こ
れ
か
ら
の
都
市
が
備

え
る
べ
き
必
須
の
要
件
と
な
っ
て
い
き
ま

す
。
環
境
調
和
と
い
う
方
向
性
を
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
の
ベ
ー
ス
と
し
て
、
都
市

の
ハ
ー
ド
面
、
制
度
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

な
ど
の
ソ
フ
ト
面
の
都
市
づ
く
り
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
環
境
と
調
和
し
た

環
境
負
荷
の
小
さ
い
、
束
ア
ジ
ア
の
環
境

調
和
モ
デ
ル
都
市
横
浜
を
実
現
し
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
国
際
的
な
環
境
調
和
都
市
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
、
そ
の
交
流

の
中
で
さ
ら
に
発
展
す
る
と
と
も
に
、
世

界
に
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

安
心
・
安
全
都
市
横
浜

　
生
活
の
最
も
基
本
的
な
条
件
で
あ
る
安

心
・
安
全
な
暮
ら
し
が
で
き
る
横
浜
を
実

現
し
ま
し
ょ
う
。
真
に
根
付
い
た
安
心
・

安
全
対
策
が
重
要
な
の
で
、
防
災
・
防
犯
、

安
全
を
第
一
の
目
的
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

具
体
策
に
加
え
て
、
日
常
の
経
済
活
動
、

福
祉
や
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
を
、
非
常
時

を
も
考
慮
し
て
安
心
・
安
全
に
つ
な
げ
る

総
合
的
な
取
り
組
み
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
れ
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

３

情
報
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

都
市
横
浜

　
環
境
と
調
和
し
た
、
安
心
・
安
全
な
ま

ち
を
は
じ
め
、
多
様
な
価
値
観
を
反
映
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
客
観
的
で
科
学
的

な
情
報
に
基
づ
い
て
行
う
と
と
も
に
、
民
、

産
、
官
、
学
協
働
で
推
進
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
そ
の
た
め
に
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
G
e
O
‐

g
r
a
p
h
i
c
I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
S
y
s
t
e
m
s
:
地
理

情
報
シ
ス
テ
ム
）
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
I
n
f
o
r
‐

佐
土
原
　
聡

横
浜
国
立
大
学

佐
土
原
・
吉
田
研
究
室

教
授

m
a
t
i
o
n
　
a
n
d
　
C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
(
s
)

T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
　
：
情
報
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
技
術
）
に
よ
る
情
報
共
有
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
、
基
盤
と
な
る
し

っ
か
り
し
た
デ
ー
タ
を
そ
れ
に
載
せ
て
広

く
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
主
体
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
　
（
利
害
関

係
者
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
発
揮
し
、
連

携
、
協
働
、
合
意
形
成
し
な
が
ら
、
「
順

応
型
の
ま
ち
づ
く
り
（
進
行
状
況
を
モ
ニ

タ
ー
し
な
が
ら
、
そ
の
状
況
に
柔
軟
に
対

応
し
な
が
ら
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
）
」
が

で
き
る
社
会
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
会
参
加
団
体

横
浜
国
立
大
学
　
佐
土
原
・
吉
田
研
究
室

横
浜
市
民
メ
デ
ィ
ア
連
絡
会

横
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
バ
イ
バ
ル
研
究
会

横
浜
Ｉ
Ｔ
Ｓ
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

特
定
非
営
利
活
動
法
人
エ
コ
住
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ン
ク

開
催
経
過

第
１
回
研
究
会

　
　
平
成
1
7
年
８
月
５
日

第
２
回
研
究
会

　
　
平
成
１
７
年
９
月
1
5
日

第
３
回
研
究
会

　
　
平
成
1
7
年
1
0
月
2
0
日

市
民
提
案
発
表
会

　
　
平
成
1
7
年
１
１
月
３
日
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長
期
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
会
か
ら
の
提
案
①

｢横浜会議｣から

の報告
１２



巨
大
都
市
横
浜
の
再
構
築
・
住
民
自
治
の

　
　
　
視
点
か
ら
　
～
５
ブ
ロ
ッ
ク
の
仮
説
～

　
基
礎
自
治
体
は
、
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
行
政
組
織
と
し
て
、
住
民
意
思

を
的
確
に
反
映
で
き
る
規
模
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
３
６
０
万
も
の
人
口
を
抱

え
る
巨
大
都
市
横
浜
市
は
遥
か
に
そ
の
限

界
を
超
え
て
い
る
。

　
道
州
制
導
入
も
視
野
に
入
っ
て
き
た

今
、
２
０
年
後
を
待
た
ず
と
も
横
浜
市
の
自

治
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
地
域
の
多
様
性
に
立
っ
た
自
立
と
分

権
の
視
点
か
ら
、
住
民
自
治
が
可
能
な
規

模
で
の
、
都
市
の
再
構
築
を
考
え
て
み
る

必
要
が
あ
る
。

　
「
小
さ
な
政
府
、
地
域
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

は
民
の
力
で
」
の
流
れ
と
、
自
治
の
基
盤

で
あ
る
情
報
共
有
が
格
段
と
進
む
中
で
、

住
民
が
参
画
し
住
民
自
ら
責
任
が
取
れ
る

自
治
の
形
が
不
可
欠
と
な
る
。
横
浜
市
1
8

区
の
行
政
区
も
、
そ
う
し
た
新
し
い
時
代

へ
向
け
た
自
治
体
と
し
て
再
編
成
を
も
と

め
ら
れ
る
。
効
率
的
な
自
治
組
織
と
地
域

特
性
を
生
か
す
視
点
か
ら
、
一
つ
の
方
法

論
と
し
て
横
浜
市
を
1
8
区
の
分
区
の
経
緯

中
谷
　
英
世

横
浜
市
民
メ
デ
ィ
ア
連
絡
会
運
営
委
員

で
見
る
と
、
都
心
部
や
産
業
地
域
を
抱
え

る
中
央
部
ブ
ロ
ッ
ク
は
事
業
税
収
入
が
大

き
な
比
率
を
占
め
、
や
は
り
横
浜
経
済
の

中
心
と
い
え
る
。
次
い
で
川
崎
に
隣
接
す

る
産
業
地
帯
の
東
部
地
域
が
こ
れ
に
次

ぎ
、
整
備
さ
れ
た
住
宅
地
と
新
横
浜
副
都

心
で
形
成
さ
れ
る
北
部
地
域
は
東
部
に
次

ぐ
経
済
圏
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
れ
に
比
べ

南
部
、
西
部
の
経
済
力
は
小
さ
い
（
図
２

参
照
）
。

　
横
浜
は
海
の
横
浜
、
丘
の
横
浜
と
多
様

な
特
性
を
持
っ
て
い
る
。
地
方
分
権
の
時

代
に
は
多
様
な
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
自
立

し
、
住
民
が
責
任
を
と
れ
る
地
方
自
治
を

確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
実
現
可

能
な
エ
リ
ア
を
設
定
し
、
住
民
自
ら
が
検

討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
５
ブ
ロ
ッ

ク
は
あ
く
ま
で
仮
説
だ
が
、
こ
う
し
た
幾

つ
か
の
仮
説
を
立
て
な
が
ら
市
民
が
話
し

合
い
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
自
治
と

参
画
の
基
盤
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

20年後の横浜の人口変化図１15年度税収から見た経済力図２

72■「横浜会議」からの報告・長期ビジョン研究会からの提案

を
踏
ま
え
、
北
部
、
束
部
、
中
央
部
、
西

部
、
南
部
の
５
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
規
模
エ
リ

ア
に
再
構
築
す
る
仮
説
を
立
て
て
み
た
。

①
2
0
年
後
、
横
浜
の
人
口
構
造
は
ど
う
な

る
か
？
横
浜
市
が
公
表
し
た
1
8
区
の
予
測

値
を
、
５
ブ
ロ
ッ
ク
に
ま
と
め
て
見
る
と

そ
の
傾
向
は
よ
り
鮮
明
に
な
る
。
北
部
ブ

ロ
ッ
ク
の
人
口
は
増
加
を
続
け
２
０
年
後
に

は
１
０
８
万
に
達
し
、
現
在
の
仙
台
市
に

匹
敵
す
る
規
模
の
政
令
指
定
都
市
が
一
つ

で
き
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
そ
れ
に
比

べ
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
は
人
口
が
減
少
し
て
い

く
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
図
１

参
照
）
。

　
ま
た
、
高
齢
化
の
現
状
を
５
つ
の
ブ
ロ

ッ
ク
に
リ
ラ
イ
ト
し
て
見
る
と
、
中
央
部

の
高
齢
化
が
顕
著
で
あ
り
、
そ
れ
に
比
べ

北
部
は
若
い
世
代
の
流
入
に
よ
り
高
齢
化

率
が
全
国
で
も
き
わ
め
て
低
い
と
い
う
特

徴
が
あ
る
。

②
地
域
の
経
済
力
を
市
税
収
入
の
デ
ー
タ

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
会
か
ら
の
提
案
②



住
み
良
さ
を
自
ら
形
成
し
て
い
け
る

　
　
　
　
　
　
　
地
域
社
会
の
形
成
に
向
け
て

現
況
認
識
　
都
市
の
成
熟
化
に
伴
う
「
ま

だ
ら
模
様
の
人
口
減
少
社
会
」
の
到
来

　
都
市
・
横
浜
は
開
港
以
来
、
２
０
世
紀
の

終
わ
り
ま
で
市
街
地
拡
大
と
人
口
増
加
を

続
け
て
き
た
。
関
東
大
震
災
や
戦
災
、
米

軍
に
よ
る
占
領
な
ど
の
エ
ポ
ッ
ク
は
あ
っ

た
が
、
２
０
世
紀
の
横
浜
は
、
成
長
・
拡
大

路
線
が
都
市
形
成
の
基
調
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
９
０
年
代
後
半
か
ら
横
浜
市
に

お
い
て
も
市
街
地
が
成
熟
化
し
、
人
口
増

加
の
ス
ピ
ー
ド
が
鈍
り
始
め
る
と
共
に
、

日
本
全
体
で
少
子
・
高
齢
化
が
急
速
に
進

み
、
人
口
減
少
社
会
が
2
0
0
5
年
に
も

到
来
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
横
浜
市
に
お

い
て
も
2
0
2
0
年
頃
か
ら
全
市
の
人
口

が
減
少
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
お
り
、

非
「
成
長
・
拡
大
」
の
時
代
に
相
応
し
い

都
市
形
成
や
ま
ち
づ
く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
形
成
の
政
策
フ
レ
ー
ム
や
事
業
手
法
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

提
言
の
基
本
的
な
考
え
方
　
居
住
者
が
自

ら
住
み
良
い
環
境
を
創
り
あ
げ
て
い
く
た

め
の
仕
組
み

　
こ
れ
か
ら
の
横
浜
の
ま
ち
づ
く
り
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
で
は
、
地
域
社
会
そ
れ

ぞ
れ
が
、
資
源
の
特
性
や
環
境
条
件
を
生

か
し
て
、
地
域
課
題
を
解
決
し
、
居
住
者

が
安
心
し
て
、
安
定
的
・
継
続
的
に
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
基
本
的

な
目
標
と
な
る
。

　
多
様
に
異
な
る
特
徴
や
条
件
の
な
か
で

住
み
続
け
ら
れ
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
に

は
、
問
題
の
発
見
、
解
決
方
法
の
提
案
と

実
現
、
評
価
の
過
程
（
政
策
形
成
や
実
行
）

の
中
に
居
住
者
自
身
が
積
極
的
に
関
与
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

居
住
者
に
よ
る
政
策
形
成
や
ま
ち
づ
く
り

等
を
支
援
す
る
仕
組
み
が
必
要
な
の
で
あ

る
。
例
え
ば
現
在
、
萌
芽
的
に
み
ら
れ
る

中
間
支
援
組
織
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る

多
様
な
主
体
の
合
意
形
成
を
実
現
し
て
い

く
た
め
の
専
門
的
な
ス
キ
ル
を
人
的
に
提

供
す
る
な
ど
で
重
要
な
役
割
を
に
な
う
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
統
計
メ
ッ
シ

ュ
デ
ー
タ
や
Ｇ
Ｉ
Ｓ
な
ど
の
道
具
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
居
住
者
自
ら
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
イ
の
状
況
を
認
識
し
、
合
意
形
成
を
行

っ
て
い
く
た
め
の
共
通
の
土
壌
が
形
成
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
主
体
や
道
具
を
、
法
制
度

や
資
金
的
な
担
保
に
基
づ
い
て
組
み
合
わ

せ
、
非
「
成
長
・
拡
大
」
の
時
代
に
相
応

し
い
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
仕
組
み
を

創
り
あ
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

施
策
の
方
向
性
－
自
律
型
地
域
社
会
の
形

成
に
向
け
て

　
（
１
）
身
近
な
生
活
圏
域
で
の
生
活
支
援
サ
ー

　
ビ
ス
の
充
実

谷
口
　
和
豊

横
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
リ
バ
イ
バ
ル
研
究
会
代
表

　
高
齢
者
の
た
め
の
居
住
環
境
や
子
育
て

や
教
育
の
環
境
（
施
設
体
系
）
、
更
に
は

食
料
品
等
日
常
的
な
必
需
品
の
確
保
な

ど
、
で
き
る
限
り
身
近
な
圏
域
の
な
か
で

様
々
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
得
ら
れ
る

様
に
し
て
い
く
事
が
、
人
口
構
造
の
高
齢

化
や
世
帯
規
模
の
縮
小
が
進
む
人
口
減
少

社
会
で
は
基
本
的
な
方
向
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
行
動
圏
の
小
さ
い
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
、
少
子
化
か
進
む
中
で
の
子
育
て

世
帯
が
十
分
に
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
環
境
を
実
現
す
る
た
め
、
福
祉
、

子
育
て
、
教
育
等
に
関
連
す
る
施
設
体
系

や
サ
ー
ビ
ス
圏
域
の
構
成
を
大
き
く
見
直

し
、
「
身
近
さ
」
を
重
視
し
た
も
の
に
転

換
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
身
近
な
地
域
で
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
拡
充
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
居
住
者

や
企
業
の
力
が
積
極
的
に
生
か
さ
れ
る
べ

き
で
あ
り
、
行
政
は
地
域
や
企
業
の
工
夫

を
支
援
し
、
支
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
地
域
が
自
ら
実
現
す
る
ま
ち
づ

く
り
を
制
度
運
用
や
資
金
面
等
で
支
え
る

仕
組
み
を
充
実
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
サ
ー
ビ
ス
の
末
端
部
分
、
身

近
さ
を
実
現
す
る
部
分
を
居
住
者
や
企
業

が
自
ら
担
い
、
こ
れ
を
行
政
が
支
援
す
る

と
い
う
図
式
で
あ
る
。

　
（
２
）
地
域
再
生
に
結
び
つ
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
ビ
ジ
ネ
ス
の
育
成

　
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
に
よ
っ
て
地
域

社
会
の
中
で
発
生
す
る
生
活
需
要
が
変
化

し
て
い
く
。
特
に
、
介
護
や
子
育
て
、
地

域
内
移
動
支
援
、
物
資
の
移
動
（
宅
配
）
、

身
近
な
買
い
物
支
援
、
防
災
・
防
犯
な
ど

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
拡
大
が
予
想

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
需
要
に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
は
、
行
政
の
み
な
ら
ず
地
域
住

民
や
民
間
企
業
を
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
供
給

主
体
と
し
て
積
極
的
に
位
置
づ
け
る
と
共

に
、
地
域
住
民
自
ら
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
、
住
民
の
生
活
満
足
度
を
高
め
、

地
域
の
再
生
に
結
び
っ
く
よ
う
な
仕
組
み

を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
は
無
償
で
な
く
、
有
償
を
原
則
と
す
べ

き
だ
が
、
一
定
範
囲
の
地
域
社
会
の
中
で

財
と
サ
ー
ビ
ス
が
交
換
さ
れ
、
循
環
す
る

シ
ス
テ
ム
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
。
従
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
交
換
手

段
と
し
て
地
域
通
貨
等
の
導
入
を
検
討
す

る
こ
と
も
有
益
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
地
域
内
で
財
と
サ
ー
ビ
ス
が

循
環
す
る
仕
組
み
を
仮
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
定
義
づ
け
れ
ば
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
育
成
を
地
域
社
会

全
体
の
再
生
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
結
び
つ
け

て
い
く
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

　
例
え
ば
、
従
来
ま
で
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
横
浜
郊
外
部

に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
を
育
成
す
る
こ
と
で
、
地
域
住
民

自
ら
が
担
い
手
と
な
っ
て
雇
用
や
就
労
の

場
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
地
域

社
会
が
自
律
し
、
ト
ー
タ
ル
な
意
味
で
の

生
活
の
場
に
な
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
の

で
あ
る
。

　
（
３
）
余
剰
空
間
の
活
用
と
地
域
社
会
に
お
け

　
る
協
働
管
理

　
人
口
減
少
社
会
の
到
来
、
す
な
わ
ち
人

口
構
造
の
高
齢
化
や
人
口
・
世
帯
減
少
、

生
活
需
要
の
変
化
等
に
よ
っ
て
土
地
や
住

宅
・
公
共
施
設
な
ど
が
遊
休
化
し
、
多
様

な
余
剰
空
間
が
市
街
地
に
生
ま
れ
て
く
る

可
能
性
が
高
い
。
こ
の
よ
う
な
余
剰
空
間

を
地
域
の
環
境
資
源
と
し
て
活
用
し
、
居

住
者
の
ゆ
と
り
や
安
全
性
、
快
適
性
を
向

上
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
余
剰
空
間

（
遊
休
地
化
し
た
農
地
や
商
店
街
の
空
き

店
舗
、
住
宅
地
の
空
家
や
空
き
室
等
）
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
空
間
の
性
質
と
周
辺
の
環
境

に
応
じ
て
効
果
的
に
活
用
し
て
い
く
方
策

を
考
案
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
か
っ
て

の
農
山
村
で
見
ら
れ
た
「
入
会
地
」
の
よ

う
に
都
市
に
お
け
る
「
新
し
い
コ
モ
ン
・

ス
ペ
ー
ス
」
と
し
て
地
域
社
会
の
様
々
な

主
体
が
協
働
で
管
理
・
運
用
し
て
い
く
仕

組
み
を
生
み
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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Ｉ
Ｔ
Ｓ
の
視
点
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
横
浜
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
へ
の
提
案

は
じ
め
に

　
横
浜
Ｉ
Ｔ
Ｓ
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
横

浜
在
住
・
在
勤
の
「
産
」
「
学
」
部
門
の

第
一
線
に
お
い
て
活
躍
す
る
研
究
者
・
専

門
家
を
中
心
に
構
成
さ
れ
、
Ｉ
Ｔ
Ｓ
※
の

視
点
か
ら
活
力
と
魅
力
の
あ
る
横
浜
を
創

り
、
市
民
生
活
と
地
域
社
会
の
向
上
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
標
に
活
動
を
実
施
し
て

い
る
。

　
本
稿
で
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｓ
を
活
用
し
た
横
浜

　
2
1
世
紀
型
地
域
交
通
の
あ
り
方
（
Ｙ
－
Ｉ

Ｔ
Ｓ
２
１
）
に
っ
い
て
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
研
究

会
に
て
発
表
し
た
概
要
を
紹
介
す
る
。

背
景

　
横
浜
市
が
人
口
減
少
期
を
迎
え
る
2
1
世

紀
最
初
の
四
半
世
紀
（
概
ね
2
0
2
5
年

頃
、
現
在
か
ら
約
２
０
年
間
）
ま
で
の
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
を
展
望
す
る
に
あ
た
り
、
当
研

究
会
で
は
そ
の
基
本
的
時
代
認
識
と
し
て

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
の
到
来
・

グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
環
境
問
題
（
地
球
温
暖

化
）
な
ど
を
共
通
課
題
と
し
て
共
有
し
議

論
を
す
す
め
た
。

発
表
の
概
要

　
2
1
世
紀
初
頭
は
、
情
報
通
信
技
術
の
進

化
と
発
展
が
広
く
社
会
に
浸
透
し
そ
の
恩

恵
が
享
受
可
能
と
な
る
時
代
で
あ
り
、
特

に
こ
れ
か
ら
の
５
年
間
（
2
0
0
5
年
～

2
0
1
0
年
頃
）
は
当
該
分
野
の
萌
芽
期

～
発
展
期
に
あ
た
り
、
い
つ
で
も
・
ど
こ

で
も
必
要
な
情
報
が
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
介
し
て
入
手
可
能
と
な
る
ユ
ビ
キ
タ

ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
に
入
ろ
う
と
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
情
報
通

信
技
術
を
交
通
分
野
に
お
い
て
よ
り
積
極

的
に
利
活
用
し
、
利
便
性
・
安
全
性
が
よ

り
高
い
「
総
合
」
交
通
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
時
代
の
変
化
・
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対

応
し
、
市
域
内
交
通
格
差
の
是
正
、
移
動

の
公
平
性
の
確
保
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

内
の
交
通
問
題
解
決
、
観
光
集
客
都
市
へ

の
Ｉ
Ｔ
Ｓ
活
用
、
防
災
面
へ
の
Ｉ
Ｔ
Ｓ
活

用
、
循
環
型
・
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
対

応
都
市
づ
く
り
へ
の
Ｉ
Ｔ
Ｓ
活
用
（
環
境

に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
交
通
シ
ス
テ

ム
）
な
ど
多
面
的
な
交
通
諸
問
題
に
対
応

す
る
方
策
と
し
て
Ｉ
Ｔ
Ｓ
の
さ
ら
な
る
活

用
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
主
題
と
し
、
発

表
し
た
。

野
崎
　
敬
策

横
浜
Ｉ
Ｔ
Ｓ
研
究
フ
ォ
ー
フ
ム
代
表
・

交
通
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

郡
司
　
敏
宏

横
浜
Ｉ
Ｔ
Ｓ
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

㈱
ジ
ェ
イ
ビ
ッ
ツ

４

お
わ
り
に
-
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ヘ
-

　
横
浜
は
、
開
港
以
来
、
他
都
市
に
先
駆

け
て
新
た
な
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
そ

の
発
展
を
持
続
可
能
な
も
の
と
し
て
き
た

実
績
が
あ
る
。
次
世
代
交
通
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
お
い
て
も
そ
の
取
り
組
み
は
他
の

地
域
の
良
き
先
例
と
な
る
も
の
で
あ
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。
横
浜
に
は
、
多
分
野

の
専
門
家
で
構
成
さ
れ
る
「
横
浜
会
議
」

が
存
在
し
、
政
策
研
究
と
い
う
形
で
多
様

な
「
民
の
知
恵
」
が
結
集
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
自
発
的
に
湧
き
出
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
（
情
熱
・
パ
ッ
シ
ョ
ン
）
を
今
回
は
、

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
会
へ
の
提
言
と
い
う

形
に
集
約
し
た
。
横
浜
Ｉ
Ｔ
Ｓ
研
究
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
は
、
今
後
、
横
浜
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
を
共
有
し
、
さ
ら
に
Ｉ
Ｔ
Ｓ
の
視
点
に

お
け
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
調
査
研
究
し
て
い

き
た
い
。

※
Ｉ
Ｔ
Ｓ

高
度
交
通
シ
ス
テ
ム

I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
t
　
T
r
a
n
s
p
o
r
t
　
S
y
s
t
e
m
s
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伝
統
と
先
進
の
共
存
す
る

　
　
　
　
　
　
　
歴
史
観
光
都
市
横
浜
の
未
来

　
世
界
人
口
は
増
え
続
け
、
現
在
、
約
７
０
億

人
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
先
進
国
と
後

進
国
の
環
境
格
差
問
題
が
現
実
昧
を
お
び

て
き
て
い
る
昨
今
、
一
方
、
日
本
の
人
口

は
少
子
高
齢
化
時
代
に
入
り
今
後
ま
す
ま

す
人
口
は
減
少
し
続
け
、
2
1
0
0
年
頃

に
は
現
在
の
約
半
分
の
６
千
万
人
位
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
（
即
ち
、
明
治
時
代
の
人

口
比
と
同
じ
で
古
。
日
本
と
し
て
抱
え

て
い
る
諸
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
2
1
世

紀
プ
ラ
ン
を
市
民
自
ら
が
立
ち
上
が
り
、

作
成
し
行
動
を
起
こ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
時

期
に
き
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
地
域
が
持
つ
歴
史
的
文
化
や
暮
ら
し

方
、
或
い
は
経
済
の
仕
組
み
を
十
分
に
考

慮
し
た
地
域
の
ビ
ジ
ネ
ス
計
画
。
そ
し
て
、

地
球
環
境
保
全
と
保
護
。
子
供
と
高
齢
者

の
日
常
生
活
に
配
慮
し
た
「
安
心
で
安
全

な
」
暮
ら
し
、
移
動
方
法
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
社
会
づ
く
り
な
ど
の
歴
史
を
生
か

し
た
街
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
と
い

う
言
葉
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
れ
は
、
「
持
続
可
能
な
開
発
」
を
遂

げ
る
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
全
て
を
指
す
言
葉

で
す
。
環
境
に
や
さ
し
い
、
い
わ
ゆ
る
エ

コ
デ
ザ
イ
ン
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
人

や
環
境
全
体
と
の
か
か
わ
り
を
重
視
し
て

原
料
か
ら
製
造
、
廃
棄
、
分
解
に
い
た
る

ま
で
の
す
べ
て
を
考
え
な
お
す
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。
時
代
は
、
も
は
や
大
量
消
費
、

大
量
廃
棄
か
ら
「
持
続
可
能
な
開
発
」
へ

と
大
き
く
転
換
し
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
良

い
で
し
ょ
う
。
こ
の
、
「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ル

ブ
ル
」
と
い
う
考
え
方
は
今
後
の
私
た
ち

の
街
づ
く
り
や
、
生
き
方
そ
の
も
の
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
と
こ
ろ
で
す
。
か
っ
て
、
「
も
っ
た
い

な
い
」
と
い
う
考
え
方
が
日
本
に
は
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
こ
そ
サ
ス
テ
ィ
ナ
ル
ブ
ル

に
通
じ
る
日
本
古
来
の
美
徳
だ
と
思
い
ま

す
。
今
一
度
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
を
「
も

っ
た
い
な
い
」
の
視
点
で
捉
え
直
す
時
、

そ
こ
に
は
、
「
伝
統
と
先
進
の
共
存
す
る
」

サ
ス
テ
ィ
ナ
ル
ブ
ル
な
街
づ
く
り
が
実
現

し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

モ
デ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
資
質
を
持
つ
街
、

港
都
（
＝
横
浜
・
本
牧
三
渓
園
）
の
こ
れ

か
ら
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

二
藤
　
忠

特
定
非
営
利
活
動
法
人

エ
コ
住
宅
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ン
ク
理
事
長

商　店　街
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